創作ダンスの指導に関する研究―指導助言と学生活動の様相と変容― by 奥野 知加


















































































表 1-1- (1) 全プロセスにおける指導助言と学生活動の様相と変容（初期の段階）
指導者の活動・助言































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8/21 I前回の助言 1~4 ・作品のビデオを
および助言 6~1 見る
/28 I oを継続している . 4人が分担して










きは大きく動く る ： I.新たに加わった
1 4名の動きを
・群舞として見応：・単調な音楽に流し・タイトルも決定 考えた 「表わしたいもの
えのあるものに iされず大きく動 し新たな気持ち が見えてこない」


















































日付 I 指導助言 ----------気-----づ----き----------·—学→i-- -生--の-調--活--動-0整-・0 反--応i---0  - 交.----流- ~----- ~-I課題の到達度 I残された課題
8/30 I前回の提言を継続 ！・作品ビデオを見る
①テーマを変更
9/6 I②音楽を変更 ・テーマを変えるには i•作品をなるだけ客 i ・4人で話し合う意見
















































































で精一杯 ： ルで空間の位置取 i つにしようとした
大きく堂々と自信を
もって動いて
ったと考えられる。
5)発表の段階
・緊張の連続
・頑張った
・終わった時の拍手
に安心した
りを再確認
この段階における指導助言は激励と自信を持たせ
ることのみとし、細かな指導は行なわなかった。ま
た学生のほうは緊張と興奮で集中しない様子が「気
づき」に現れているが、「調整」「交流」でお互いに助
け合って取り組んでいる様子もうかがえた。そして
表1-5の観客の感想からは、様々な「良かった点」
が挙げられていたことから、作品のテーマやイメー
ジが見る人に伝わったものと思われ、課題到達度も
十分であったものと考えられる。
IVまとめ
本事例は初期の段階で指導者が敢えて指導助言を
せず、学生の自発性、独創性を期待して進めたもの
であった。しかし結果的には、テーマの見極めがあ
まく、音楽に委ねた作品づくりを推進したため、中盤
以降に大きな転換を強いることとなった。
また、このことが仕上げの踊り込み不足に繋がり
作品の完成度や学生の精神面に大きく影響を及ぼし
たものと考えられる。
・客席との交流がで 1 （アンケートより）
きた ・女性らしい情熱を
感じた
・照明、衣装も好評
だった
•動きが良かった
・宝石のようだった
などより作品のテー
マは表現できていた
と思われる
・少数意見であり、ア
ンケートからは判断
できない
・踊り込み時間が不
十分であった
作品づくりの初期の段階における、指導者の指導
助言如何によっては、学生独自の発想やアイデア、
及び創作意欲の喪失にも繋がりかねない場合が生じ
ると同時に、その逆のケースも考えられ、慎重を要
するところである。筆者はこれまで、初期の段階に
おける指導助言を敢えて行なわず進めて行く方法で、
一応の成果をみてきたが、その是非については、こ
こで即断できない。しかし、今回の場合においては、
初期の段階で適切な指導助言が為されていれば、創
作にかなりの進展が見られ、完成をはやめたのでは
ないかと考える。この初期の段階における指導助言
のありかたについては、ケースバイケースとはいう
ものの、今後の課題として受けとめている。また、指
導助言はVTRを用いながら行なうことで、助言内容
に説得力が増し、実感として学生に伝わり、課題発
見・解決にまで結びつくことが本事例の Iまとめの段
階」と「仕上げの段階」において顕著に示され、 VIR
視聴の有効性も再認識することができた。
残された課題として最後まで懸案となっていた「作
品のテーマ」については、本事例に限らず創作ダン
スのもつ問題点として、つねに作者や指導者に問い
かけられるものであるが、それは鑑賞者との交流の
なかに成果が問われ、一応の解決をみいだせるもの
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といえよう。この観点から本作品は、発表時におけ
る観客の感想から、作品テーマがある種の感動をと
もなって伝えられ、共感が得られていたことが確認
されており、作品のねらいは適切に表現されていた
ものと思われる。
ダンス創作の全過程において指導者の適宜な指導
助言が、学生の思考や創造力に深く関わり、また作品
の成果に大きく影響することを本事例研究で再認識
した。
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